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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、1-アシルグリセロール-3-リン酸 O-アシルトランスフェラーゼファミリーのメンバーをコードしています。この膜貫通タンパク質は、リゾホスファチジン酸をホスファチジン酸に変換し、リン脂質のde novo生合成における第二段階を担います。この遺伝子の偽遺伝子はY染色体上にあります。 [RefSeq提供、2014年8月],触媒活性：アシルCoA + 1-アシル-sn-グリセロール3-リン酸 = CoA + 1,2-ジアシル-sn-グリセロール3-リン酸。,注意：Met-1またはMet-12のどちらが開始因子であるかは不明です。,ドメイン：HXXXXDモチーフは、アシルトランスフェラーゼ活性に必須であり、グリセロール-3-リン酸のリン酸部分の結合部位を構成する可能性があります。,機能：グリセロール骨格のsn-2位にアシル部分を組み込むことにより、リゾホスファチジン酸（LPA）をホスファチジン酸に変換します。,経路：リン脂質代謝; CDP-ジアシルグリセロール生合成; sn-グリセロール 3-リン酸からの CDP-ジアシルグリセロール: ステップ 2/3。,類似性:1-アシル-sn-グリセロール-3-リン酸アシルトランスフェラーゼ ファミリーに属します。,
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	AGPAT5抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	AGPAT5 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

